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～今月の表紙～

はじめての山の日にちなんで、
くにみ幼稚園のお友達に園庭
の「おやま」に登ってもらい
ました。山頂に到着して、達
成感いっぱいの笑顔でポーズ
を決めてくれました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　五郎市神社の裏には、樹齢百数十年の大ケヤキと大杉の見事なご神木がありましたが、十数年前、落雷があり、大杉

が根本 3m ほどを残し折れてしまいました。しかし、姿形は変わりましたがご神木に変わりはないと、屋根がかけられ、
大しめ縄をまわし、今なお地域の人々により大事に守られています。
　伝承では、900 年前、源義家の家臣である「鎌倉権五郎」という武将が、戦死した愛馬の腰から下をこの地に手厚く
葬り祀ったことから、五郎市神社に参拝すれば腰から下の病気に効験著しいと伝わっています。

塚野目五郎市神社のご神木（所在地：国見町大字塚野目字金屋地内）

『国見のたからもの』№ 27沢
木
　
順
さ
ん
へ

国
見
町
応
援
大
使
を
委
嘱

町
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
見
町
は
今
年
度
、
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
支
援

い
た
だ
い
た
な
ど
、
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
を
「
国
見
町
応
援

大
使
」
と
し
て
任
命
し
て
い
き

ま
す
。

　

国
見
町
応
援
大
使
第
1
号
と

し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
の

沢
木
順
さ
ん
へ
の
委
嘱
状
交
付

式
が
7
月
2
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沢
木
さ
ん
は
、
劇
団
四
季
で

「
マ
イ
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
」
の
フ

レ
デ
ィ
役
な
ど
を
演
じ
活
躍
さ

れ
、
現
在
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
セ

ミ
ナ
ー
を
通
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
文
化
発
展
の
た
め
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
見
町
で
は
毎

年
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
震
災

後
に
は
義
援
金
を
募
っ
た
り
、

復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
交
付
式
で
は
、
太
田

久
雄
町
長
か
ら
沢
木
さ
ん
へ
委

嘱
状
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
刺
、

法
被
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
太

田
町
長
は
「
応
援
大
使
を
受
け

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
町
の
Ｐ
Ｒ
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
沢
木
さ

ん
は
「
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
と
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

沢
木
さ
ん
は
6
月
4
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
特
有
の
発
声
方

法
や
感
情
表
現
な
ど
を
参
加
者

へ
楽
し
く
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
7
月
2
日
に
は
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
活
躍
し
て
い
る
伊
東
え

り
さ
ん
、
中
出
裕
子
さ
ん
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
の
長
谷
川
幹

人
さ
ん
を
迎
え
、「
オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
」
な
ど
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

楽
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
来
場

者
は
沢
木
さ
ん
の
迫
力
あ
る
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

発声方法などの直接指導が行われたセミナー

3 人の美しく力強いハーモニーが響いたコンサート

3 2



今日は、 どの 山登る？
8 月 11 日は「山の日」   伊達地域の山を登り尽  くそうスペシャル！

は
じ
め
て
の
「
山
の
日
」。

い
つ
も
見
て
い
る
山
っ
て
、
意
外
と
登
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

「
登
山
は
人
生
そ
の
も
の
」
な
ん
て
い
う
人
も
い
ま
す
が
…
。

み
な
さ
ん
も
、た
ま
に
は
近
く
の
里
山
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

意
外
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、
伊
達
市
、
桑
折
町
、
国
見
町
、
川
俣
町
が
協
力
し
て

う
つ
く
し
ま
百
名
山
に
選
ば
れ
て
い
る

各
市
町
の
里
山
を
１
つ
ず
つ
紹
介
す
る
特
集
を
作
り
ま
し
た
。

愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
里
山
は
も
ち
ろ
ん

伊
達
地
域
の
山
を
、
思
う
存
分
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

山
日の8.11

山の日とは…
山の日は、2014 年に制定され、
今年の 1 月 1 日に施行された
国民の祝日のひとつです。
「山に親しむ機会を得て、山の
恩恵に感謝する」ことを趣旨
としています。今日は、 どの 山登る？

8 月 11 日は「山の日」   伊達地域の山を登り尽  くそうスペシャル！

写真：阿津賀志山から眺める

－ 伊達地域 4市町合同企画 －
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国見バーガー
山歩きで小腹がすいたら「国見バーガー」
をご賞味ください！　さばの味噌煮をバン
ズではさんだ国見町のご当地バーガーで
す。キッチンカーで販売していますので、
販売場所などは「国見バーガー」フェイス
ブックでご確認ください。

下山後のオススメ！

阿津賀志山
【あつかしやま・289 メートル】

奥州合戦の激戦地！
　国を見渡す歴史的な山

国見町

１  低山のため気軽に登山できる

２  山頂からは信達平野を一望

３  奥州合戦の地となった歴史ある山

国
見
山
、
た
ん
が
ら
山
と
も

呼
ば
れ
る
阿
津
賀
志
山
は
、

国
見
町
の
小
中
学
校
校
歌
に
も
歌

わ
れ
る
ほ
ど
町
民
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
周
辺
の
山
々
に
比
べ
て

標
高
が
低
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
感

覚
で
登
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
山
で
す
。

　

ア
カ
マ
ツ
林
が
広
が
る
林
道
を

抜
け
て
山
頂
の
展
望
台
に
辿
り
着

く
と
、
信
達
平
野
が
一
望
で
き
ま

す
。ま
た
、南
方
に
目
を
向
け
る
と
、

阿
津
賀
志
山
を
中
心
に
国
道
４
号

や
JR
が
大
き
く
迂
回
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
阿
津
賀
志
山
周
辺
は
古
く
か

ら
交
通
の
難
所
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
文
治
５
年（
１
１
８
９
年
）に
は
、

源
頼
朝
が
率
い
る
鎌
倉
軍
と
奥
州

藤
原
氏
が
戦
っ
た
奥
州
合
戦
の
地

と
な
り
ま
し
た
。
奥
州
藤
原
氏
が

防
御
施
設
と
し
て
築
い
た
阿
津
賀

志
山
防
塁
は
、
阿
津
賀
志
山
の
中

腹
か
ら
阿
武
隈
川
ま
で
約
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
続
き
ま
す
。
政
治
の
中

枢
が
公
家
か
ら
武
家
に
変
わ
る
契

機
と
な
っ
た
戦
い
の
舞
台
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
山
の

麓
に
は
、
現
在
は
田
畑
が
広
が
り
、

防
塁
が
遺
構
と
し
て
た
た
ず
ん
で

い
ま
す
。

　

８
０
０
年
の
時
の
流
れ
に
想
い

を
は
せ
な
が
ら
、
山
頂
か
ら
の
眺

め
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

絶景や花
を

　パシャ
リ！

登山口までのルート

阿津賀志山：防塁始点から眺める

国見町の里山に関する問い合わせ：国見町まちづくり交流課商工観光係（℡ 585-2238 内線 234）
国見町ホームページ：http://www.town.kunimi.fukushima.jp/

阿津賀志山は古くから信仰の山
だった。「三十三観音八十八大師
画像碑群」と呼ばれる約 120 体
の石碑が山の中腹から山頂にか
けて群立している。弘法大師像
や観音菩薩像が刻まれた石碑が
登山者をひっそりと見守る。

三十三観音を探して登る

やっぱり
コレ！

い 

こ 

う

うぶかの郷
登山後は、「うぶかの郷」の保温性がある
湯に身を浸し、疲れを癒してみてはいかが
ですか。アルカリ性のお風呂は、つるつる
美肌の湯として親しまれています。
入浴料：大人 350円 小中学生 250円（10時～ 21時）
℡ 582-4500（第 2・4火曜日定休）

下山後のオススメ！

２人をつなぐハートレイク！
縁結びスポット

１  日本三大銀山の一つ

２  ヒメサユリなど山野草の宝庫

３  桜や紅葉もおすすめ！

桑
折
町
を
象
徴
す
る
半
田
山

は
、
平
安
時
代
初
期
に
銀

山
が
発
見
さ
れ
、
石
見
、
但
馬
の

生
野
と
並
ん
で
、
日
本
三
大
銀
山

の
一
つ
と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
期
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド

ラ
で
話
題
に
な
っ
た
五
代
友
厚
氏

が
経
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
の
中
腹
に
は
、
直
径
約

２
５
０
㍍
、
面
積
６
２
，
０
０
０

平
方
㍍
（
東
京
ド
ー
ム
の
1.3
倍
）

の
半
田
沼
が
あ
り
ま
す
。
11
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
、
山
頂
付
近
か

ら
見
下
ろ
す
と
ハ
ー
ト
形
に
見
え

る
こ
と
か
ら
「
ハ
ー
ト
レ
イ
ク
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
山
口
か
ら
少
し
登
っ

た
と
こ
ろ
に
は
、
２
つ
の
木
が
手

を
つ
な
ぐ
よ
う
に
絡
み
合
う
「
縁

結
び
の
木
」
が
あ
り
、
い
ま
人
気

急
上
昇
中
の
新
た
な
縁
結
び
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
道
に
は
、
あ
ち
こ
ち
に
珍
し

い
山
野
草
が
咲
い
て
い
ま
す
。
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
、
ギ
ン
リ
ュ
ウ
ソ
ウ

な
ど
、
季
節
ご
と
に
様
々
な
山
野

草
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
他
に
も
、花
見
、紅
葉
狩
り
、キ
ャ

ン
プ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

テ
ン
ト
や
炊
飯
用
具
、
運
動
具
も

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
形
で
大
自
然
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
が
で
き
る
半
田
山
へ
ど
う

ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

登山口までのルート

桑折町の里山に関する問い合わせ：桑折町産業振興課商工観光推進室（℡ 582-2126 内線 236）
桑折町ホームページ：http://www.town.koori.fukushima.jp/

Mountain Day

バーナーひとつで
楽しみ倍増♪

半田山：ハートレイクを眺める

半田山
【はんだやま・863 メートル】

桑折町 ハートレイクを恋人と…

北登山口から約 20 分登ると
「ハートレイクビューポイント」
の看板がある。ここから半田沼
を眺めると、ハート型に見える。
恋人と見ると幸せになれるとい
う言い伝えも♡

疲れを
癒す
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りょうぜん紅彩館
　登山口の近くにある「りょうぜん紅彩館」
の大浴場で疲れた体を癒しませんか？
　レストランも営業（11時～14時）して
おり、美味しいコーヒーも提供しています。
入浴料：大人 400円　小学生 200円
　　　　（10時～ 20時）　　 ℡ 589-2233

下山後のオススメ！

霊山
【りょうぜん・825 メートル】

綺麗に整備された登山道。歩き
始めの約 20 分は坂道が続くが、
1つ目の絶景スポット「宝寿台」
で景色を眺めながら一休み。こ
こまで来れば傾斜が少ない道に
なるので、景色を楽しみながら
歩くことができる。

他に類を見ない断崖絶壁！
　天下の景勝地と称された山

伊達市

１  新日本百名山に選定

２  南北朝時代の北畠家が居城した歴史的な山

３  「国司沢」などの絶景スポットが点在

登山口までのルート

木漏れ日の登山道を歩く

霊山：「国司沢」からの絶景を眺める

伊達市の里山に関する問い合わせ：伊達市産業部商工観光課（℡ 577-3175）
伊達市ホームページ：http://www.city.date.fukushima.jp/

里山登山には登山靴、軽登山靴がオススメ！

伊
達
市
の
最
高
峰
で
あ
る
霊

山
は
、
新
日
本
百
名
山
に
選

定
さ
れ
、
中
高
年
に
も
登
り
や
す

い
山
と
し
て
人
気
で
す
。
平
安
時

代
初
期 （
８
５
９
年
）、
慈
覚
大
師

に
よ
っ
て
霊
山
寺
が
開
か
れ
、
釈

迦
が
修
行
し
た
と
い
う
イ
ン
ド
の

「
霊
鷲
山
」
に
山
の
形
が
似
て
い
る

こ
と
か
ら 「
霊
山
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。南
北
朝
時
代 （
１
３
３
７
年
） 

に
は
、
北
畠
顕
家
が
多
賀
城
か
ら

霊
山
へ
国
府
機
能
を
移
し
、
霊
山

寺
の
建
物
は
霊
山
城
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
１
３
４
７
年
に
は

落
城
し
、
建
物
は
全
て
焼
失
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
頂
上
付
近

の「
霊
山
城
跡
」に
は
土
塁
が
残
り
、

石
碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
山
道
は
複
数
の
コ
ー
ス
が
整

備
さ
れ
て
い
て
、
西
側
で
は
伊
達

の
市
街
地
や
連
な
っ
た
阿
武
隈
山

地
を
、
東
側
で
は
相
馬
の
市
街
地

や
太
平
洋
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
登
山
道
入
り
口
に
は
「
登
山

マ
ッ
プ
」
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
迷
う
こ

と
な
く
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
の
景

色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〜 

霊
山
を
案
内
し
ま
す 

〜

　
ガ
イ
ド
が
一
緒
に
登
山
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

で
10
名
程
度
案
内
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

霊
山
道
先
案
内
人
会

℡
５
８
７-

１
２
５
５

じ  

か  

く

り
ょ
う
じ
ゅ
せ
ん

Mountain Day

口太山
【くちぶとやま・842 メートル】

自然のパワーを肌で感じる
　数多くの伝説が刻まれた山

登山道を登り始めるとまず、杉
林が出迎える。その後、ブナや
ミズナラなどの広葉樹林に入り、
森林浴を楽しみながらの登山と
なる。基本的にはゆったりとし
た登山道だが、急な坂や岩場（下
写真：猿の首取り）もある。山
の楽しみが凝縮した山である。

川俣町

１  岩場、ブナ林など山の楽しみが凝縮！

２  2 時間程度のちょうど良い山行が可能

３  「猿の首取」など伝説に由来する名所多数

伝
説
が
残
る
里
山
と
言
え
ば
、

川
俣
町
の
口
太
山
で
す
。

そ
の
伝
説
の
ひ
と
つ
を
こ
こ
で
簡

単
に
紹
介
し
ま
す
。

  『
長
徳
３
年
（
西
暦
９
９
７
年
）、

「
阿
古
屋
の
松
」
と
い
う
松
の
木
を

探
し
て
い
た
藤
原
氏
一
族
の
藤
原

実
友
が
、
こ
の
山
で
、
突
然
、
大

猿
に
襲
わ
れ
た
。
も
は
や
こ
れ
ま

で
と
「
み
ち
の
く
の  

阿
古
屋
の
松

を
訪
ね
わ
び 

身
は
朽
人
と
な
る
ぞ

悲
し
き
」
と
句
を
詠
む
と
、
何
処

か
ら
と
も
な
く
白
い
鹿
が
現
れ
、

大
猿
を
退
治
し
、
人
里
ま
で
先
導

し
て
く
れ
た
。
実
友
は
や
が
て
、

現
在
の
春
日
神
社
が
あ
る
場
所（
川

俣
町
字
宮
前
付
近
）
に
辿
り
着
き
、

現
在
の
春
日
神
社
を
創
建
し
た
。

後
に
、
実
友
の
句
に
あ
る
「
朽
人
」

に
由
来
し
、
こ
の
山
は
「
口
太
山
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
』

　

現
在
も
口
太
山
に
は
、
こ
の
伝

説
に
ま
つ
わ
る
「
猿
の
首
取
」
と

呼
ば
れ
る
岩
場
、「
猿
滑
り
の
滝
」

が
残
っ
て
お
り
、
変
化
に
富
ん
だ

登
山
道
が
登
山
者
に
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
地
元
愛
好
会
の
み
な
さ

ん
に
よ
り
定
期
的
に
整
備
さ
れ
て

い
る
登
山
道
は
と
て
も
登
り
や
す

く
、
ど
な
た
で
も
自
分
の
ペ
ー
ス

で
登
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
の
芽
吹
き
に
花
々
、
夏
の
新

緑
、秋
の
紅
葉
、冬
の
雪
化
粧
な
ど
、

四
季
折
々
の
姿
を
五
感
で
感
じ
な

が
ら
、
口
太
山
の
登
山
を
ぜ
ひ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

く
ち
び
と

川俣町の里山に関する問い合わせ：川俣町産業課商工交流係（℡ 566-2111 内線 1505）
川俣町ホームページ：http://www.town.kawamata.lg.jp/ 

川俣シャモ親子丼
　登山後に、ぜひ食べていただきたいの
が「川俣シャモ親子丼」です！　ふんわ
りタマゴに包まれた旨みたっぷりの川俣
シャモを、ぜひ一度ご賞味ください！
　川俣シャモ料理店は、川俣町ホーム
ページ内でご覧いただけます。

オススメの一品！ 登山口までのルート

口太山：森林浴で疲れを癒す

名所「猿の首取り」

里山登山には登山靴、軽登山靴がオススメ！

チリン、チリン♪
念のため、熊鈴も
お忘れなく！
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自
然
の
中
で
食
べ
る
ご
は
ん
っ
て
、
本
当

に
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
お
弁
当
を
み

ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
食
べ
た
後
は
、
優
雅
に
コ
ー
ヒ
ー

な
ん
て
い
か
が
で
す
か
？
　
必
要
な
も
の
は
、
①

水
筒
に
入
れ
た
熱
い
お
湯
、
②
コ
ッ
プ
、
③
ド
リ
ッ

プ
コ
ー
ヒ
ー
の
３
点
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー

は
、
粉
状
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
で
も
い
い
で

す
よ
。
頑
張
っ
て
登
っ
た
山
頂
で
、
自
然
を
感
じ

な
が
ら
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
は
最
高
で
す
よ
！
　
山
の

楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
、
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

登
山
に
慣
れ
て
き
た
方
は
、
７
ペ
ー
ジ

で
少
し
紹
介
し
た
「
バ
ー
ナ
ー
」
を

持
っ
て
山
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？
　
こ
れ
が
一
つ
あ
る
と
、
山
頂
で

お
湯
を
沸
か
し
た
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
の
鍋
や

フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
っ
た
、
簡
単
な
調
理
も
可
能

に
！
　
山
の
楽
し
み
が
、
何
倍
に
も
な
り
ま
す
。

色
ん
な
道
具
を
使
っ
て
、
あ
な
た
だ
け
の
登
山

ラ
イ
フ
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲フライパンで焼いた食パンにジャムマーガリン

お
湯
と

ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
で

優
雅
な
山
時
間
。

登
山
に
慣
れ
て
き
た
方
は
、
７
ペ
ー
ジ

で
少
し
紹
介
し
た
「
バ
ー
ナ
ー
」
を

持
っ
て
山
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？
　
こ
れ
が
一
つ
あ
る
と
、
山
頂
で

お
湯
を
沸
か
し
た
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
の
鍋
や

フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
っ
た
、
簡
単
な
調
理
も
可
能

に
！
　
山
の
楽
し
み
が
、
何
倍
に
も
な
り
ま
す
。

色
ん
な
道
具
を
使
っ
て
、
あ
な
た
だ
け
の
登
山

ラ
イ
フ
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

Mountain Day

里
山
は
あ
な
た
の
１
番
近
く
に
あ
る
山
で
す
。

登
る
、
見
る
、
撮
る
、
感
じ
る
。

楽
し
み
方
は
十
人
十
色
。

こ
の
里
山
を
あ
な
た
な
ら
ど
う
楽
し
み
ま
す
か
？

は
じ
め
て
の
「
山
の
日
」
に
は
、

自
由
に
、
楽
し
く
、
里
山
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、

あ
な
た
だ
け
の
特
別
な
里
山
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

― 

４
市
町
合
同
企
画 

山
の
日
特
集
お
わ
り 

―

写真：半田山と伊達市（伊達市梁川町から撮影）

里
山
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平成 28 年度「まち」の注目事業≪夏休み特別編≫

大
雨
か
ら
身
を
守
る

突
発
的
な
大
雨
が
全
国
的
に
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
国
見
町
で
も
昨
年
9
月
の
雨
や
30
年

前
の
8
・
5
水
害
な
ど
大
雨
が
発
生
し
、
浸
水
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
大
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
。
今
回
は
、
く
に
み
も
も
た

ん
が
福
島
地
方
気
象
台
へ
行
き
、
雨
に
つ
い
て
話
を
う
か

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
っ
た
く
に
み
も

も
た
ん
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い

て
、
雨
に
つ
い
て
気
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、
福

島
市
に
あ
る
福
島
地
方
気
象
台

へ
行
き
、
防
災
気
象
官
の
高
橋

明
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。

く
に
み
も
も
た
ん　
　

：
こ
ん

に
ち
は
。
今
日
は
、
雨
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ
：
も
も
た
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

今
日
は
雨
に
つ
い
て
、
一
緒
に

疑
問
を
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
　

：
大
雨
が
降
る
っ
て
天
気

予
報
で
言
っ
て
た
け
ど
「
降
水

量
」
っ
て
な
ん
で
す
か
？

Ａ
：「
降
水
量
」
は
、
雨
や
雪
が

降
っ
た
量
の
こ
と
で
す
。
そ
の

量
を
「
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」
と
い

う
単
位
で
表
わ
す
ん
だ
よ
。

　
　

　
　

：「
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」
と
い

う
と
長
さ
と
か
高
さ
の
単
位
っ

て
習
っ
た
け
ど
…
？

Ａ
：
そ
う
だ
ね
。「
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
」
だ
と
イ
メ
ー
ジ
が
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
ね
。
実
を
い
う

と
、
雨
を
測
る
装
置
が
あ
っ
て
、

円
筒
型
の
雨
量
計
に
雨
を
た
め

て
、
1
時
間
あ
た
り
ど
の
く
ら

い
た
ま
っ
た
の
か
を
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
で
測
っ
て
る
ん
だ
よ
。

　
　

：
と
い
う
こ
と
は
、「
1
時

間
に
30
ミ
リ
の
雨
」
と
い
う
の

は
、
3
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深

さ
で
雨
水
が
た
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
か
？

Ａ
：
そ
の
通
り
だ
ね
。

　
　

：「
1
時
間
に
3
セ
ン
チ
」

し
か
溜
ら
な
い
の
な
ら
そ
ん
な

に
多
く
感
じ
な
い
け
ど
…

Ａ
：
数
字
に
表
す
と
分
か
り
に

く
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
「
1

時
間
に
30
ミ
リ
」
と
い
う
と
…

た
と
え
ば
、
車
に
乗
っ
て
い
て
、

ワ
イ
パ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
を
一
番

早
く
し
て
も
、
前
が
見
に
く
い

ぐ
ら
い
の
降
り
方
な
ん
だ
よ
。

あ
と
で
車
を
運
転
す
る
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
て

ね
。「
10
ミ
リ
」
だ
と
「
ザ
ー
ザ
ー

と
降
る
」
感
じ
、「
50
ミ
リ
」
だ

と
「
道
路
に
水
が
た
ま
っ
て
川

の
よ
う
に
見
え
る
」
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
、
外
の
様
子
を
見

る
と
だ
い
た
い
何
ミ
リ
ぐ
ら
い

の
雨
な
の
か
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く

か
も
し
れ
な
い
ね
。

　
　

：
そ
う
す
る
と
、
こ
の
前

テ
レ
ビ
で
言
っ
て
い
た
「
80
ミ

リ
」
の
雨
っ
て
…

Ａ
：
猛
烈
な
雨
が
降
っ
て
い
る

1 時間に 50 ミリ
以上の非常に激しい
雨が降るおそれが

あります。

今年は 9 月 11 日日  に「総合防災訓練」を行います

　災害発生時の落ち着いた行動が、被害を小さくすることにつながります。自分自身、大切な家族の命
を災害から救うのは、一人一人の日頃からの備えです。総合防災訓練では、避難経路や避難場所の確認、
炊き出しや消火訓練、伊達地方消防組合や福島県消防防災航空センターによる救助訓練などを行います。
　
    　　　  　　　　　　　　　　　　　    　◆問い合わせ　住民生活課住民防災係　☎ 585-2116

こ
と
に
な
る
ね
。
そ
れ
を
見
て

い
る
だ
け
で
「
恐
怖
を
感
じ
る
」

と
言
わ
れ
て
い
て
、
土
砂
崩
れ

な
ど
の
「
大
規
模
な
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
」
が
あ
る
ん
だ
よ
。

　
　

：
昨
年
9
月
に
降
っ
た
大

雨
の
と
き
、
隣
の
茨
城
県
の
鬼

怒
川
で
堤
防
が
決
壊
し
て
る
の

を
テ
レ
ビ
で
見
た
け
ど
、
国
見

町
で
は
ど
の
く
ら
い
降
っ
た
の

で
す
か
？

Ａ
：
国
見
町
に
は
雨
量
観
測
所

は
な
い
ん
だ
け
ど
、
一
番
近
い

梁
川
観
測
所
の
総
雨
量
は
、
9

月
6
日
か
ら
11
日
で
２
６
２
・
５

ミ
リ
、
9
月
の
平
均
降
水
量
の

1
・
6
倍
の
雨
が
た
っ
た
5
日

間
で
降
り
ま
し
た
。

　
　

：
1
カ
月
に
降
る
量
の
1
・

6
倍
の
量
が
5
日
間
で
降
っ
た

か
ら
、
大
き
な
被
害
が
で
た
の

か
ぁ
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
聞

い
た
こ
と
あ
る
け
ど
、
30
年
前

に
い
っ
ぱ
い
雨
が
降
っ
て
、
被

害
が
で
た
「
8
・
5
水
害
」
の

時
は
ど
の
く
ら
い
降
っ
た
ん
で

す
か
？

Ａ
：「
8
・
5
水
害
」
は
、
昭
和

61
年
に
台
風
10
号
か
ら
変
わ
っ

た
温
帯
低
気
圧
と
い
う
も
の
が

降
ら
せ
た
雨
だ
ね
。
国
見
町
以

外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

被
害
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
さ
っ

き
話
し
た
梁
川
観
測
所
の
雨
量

計
で
は
、
8
月
4
日
か
ら
5
日

の
2
日
間
で
１
９
２
ミ
リ
の
雨

が
降
り
ま
し
た
。
8
月
5
日
は

1
日
で
１
２
４
ミ
リ
も
降
っ
て
、

記
録
が
残
っ
て
る
昭
和
51
年
以

降
、
6
番
目
に
多
い
雨
の
量
だ
っ

た
ん
だ
よ
。

　
　

：
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
け
ど
、
国
見
町

で
す
ご
い
雨
が
降
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ん
だ
ぁ
…
。
8
月
17
日

か
ら
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
8
・
5
水
害
」
の
パ
ネ
ル
展
が

あ
る
み
た
い
だ
か
ら
見
に
行
っ

て
み
よ
う
！
（
詳
細
は
24
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

Ａ
：
そ
う
だ
ね
。
昔
の
被
害
状

況
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も
大
切

だ
ね
。
最
近
は
雨
の
降
り
方
が

「
局
地
化
」「
集
中
化
」「
激げ
き
じ
ん甚

化
」

し
て
お
り
、
国
見
町
で
も
、
い

つ
大
雨
が
降
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
ん
だ
よ
。
気
を
付
け
る
必

要
が
あ
る
ね
。

　
　

：
じ
ゃ
あ
、
大
雨
か
ら
身

を
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
な
ぁ
…
？

Ａ
：
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
情
報
、

国
見
町
で
は
防
災
行
政
無
線
が

あ
る
の
で
、
放
送
が
あ
っ
た
と

き
は
注
意
し
て
聞
く
必
要
が
あ

る
ね
。
そ
の
ほ
か
に
も
普
段
か

ら
「
避
難
場
所
の
確
認
」「
安
全

な
避
難
経
路
の
確
認
」「
食
べ
物

を
準
備
」
し
た
り
す
る
こ
と
も

大
事
な
こ
と
だ
よ
。
非
常
用
持

出
袋
を
準
備
し
て
お
く
の
も
大

切
だ
ね
。

　
　

：
非
常
用
持
ち
出
し
袋
は
、

町
の
防
災
訓
練
で
も
ら
っ
た
よ
。

Ａ
：
国
見
町
で
は
毎
年
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
る
し
、
防
災
マ
ッ

プ
も
配
っ
た
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、

避
難
場
所
を
確
認
す
る
の
も
い

い
か
も
し
れ
な
い
ね
。

　
　

：
わ
か
り
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
疑
問
が
解
決
し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
だ
ね
。

地
域
の
人
や
お
友
達
に
防
災
訓

練
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
み

る
よ
！
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
：
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ら
な
い

と
い
け
な
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
勉
強
し
て
、
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
参
考
・
イ
ラ
ス
ト
出
典
：
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
【http://www.jm

a.go.jp/

】

高橋さんから雨量計の説明を聞くももたん
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「
道
の
駅
国
見
」
の
愛
称
が
決
定

　『
あ
つ
か
し
の
郷さ

と

』

　

現
在
、
建
設
を
進
め
て
い
る

「
道
の
駅
国
見
」
が
み
ん
な
に

親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
施
設
と

な
る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
選
考
委
員
会
に
よ
る

一
次
審
査
・
二
次
審
査
を
経
て

最
優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

◆
「
道
の
駅
国
見
」
愛
称

　
『
あ
つ
か
し
の
郷さ

と

』

◆
受
賞
者

　

鈴
木
俊
大
さ
ん

　
（
茨
城
県
水
戸
市
）

◆
選
定
理
由

　

国
見
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
町
民
が
愛
着
を
も
っ
て
い

る
阿
津
賀
志
山
が
盛
り
込
ま

れ
、
阿
津
賀
志
山
の
よ
う
に
み

ん
な
に
愛
さ
れ
る
道
の
駅
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
愛
称
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
農
産
物
直
売
所

　
『
く
に
み
市
場
』

　
（
中
村
巨
樹
さ
ん
・
習
志
野
市
）

◆
レ
ス
ト
ラ
ン

　
『
桃と

う
か
て
い

花
亭
』

　
（
渡
邉
寿
満
さ
ん
・
福
島
市
）

◆
カ
フ
ェ

　
『
も
も
た
ん
カ
フ
ェ
』

　
（
榊
原
優
紀
さ
ん
・
福
島
市
）

◆
宿
泊
施
設

　
『
風か

ぜ
み
ち道
』

　
（
鈴
木
咲
千
さ
ん
・
国
見
町
）

　　

同
名
で
複
数
の
応
募
が
あ
っ

た
作
品
は
抽
選
で
最
優
秀
賞
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

応
募
者
数
２
１
１
人
、
応

募
総
数
１
６
９
６
件
（
道
の

駅
４
１
７
件
・
農
産
物
直
売

所
３
４
４
件
・
レ
ス
ト
ラ
ン

３
１
１
件
・
カ
フ
ェ
３
１
８
件
・

宿
泊
施
設
３
０
６
件
）

　

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
見
町
の
食
文
化
の″
こ
こ
ろ
〟
と″
技
〟

　『
国
見
町
食
卓
図
鑑
』
完
成
　

　

今
年
3
月
19
日
に
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
「
国

見
町
食
の
文
化
祭
」
で
は
、
み

な
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ

り
１
６
３
品
の
家
庭
料
理
を
出

品
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
国

見
町
の
た
か
ら
も
の
が
大
集
合

し
ま
し
た
。

　

国
見
町
の
食
文
化
の″
こ
こ

ろ
〟
と″
技
〟
を
後
世
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
、
こ
の

度
「
食
卓
図
鑑
」
と
し
て
一
冊

の
記
録
集
に
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

今
後
も
国
見
町
の
豊
か
な
食

文
化
を
再
発
見
し
、
広
げ
、
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
方
に
は
冊
子
を

差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
企
画
情

報
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

目次【全 136 ページ】
◆特集　国見町「食の文化祭」
◆国見町の食卓レシピ集（全 163 品）
◆食づくり・食の伝承の取り組み
◆行事食・郷土食の資料編（食材調査、
　年中行事と食）
◆歴まちコラム

【監修：民俗研究家　結城登美雄氏】

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
小
学
生
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

国
見
町
交
通
対
策
協
議
会

（
太
田
久
雄
会
長
）
は
、
交
通

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
小
学
生
交
通

安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
、
7
月
19
日
に
国
見
小
学
校

で
、
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
国
見
小
学
校

児
童
を
対
象
に
、
交
通
安
全

標
語
を
募
集
し
、
応
募
総
数

２
５
１
点
の
中
か
ら
、
26
人
が

入
選
し
ま
し
た
。

　

入
選
し
た
標
語
が
書
か
れ
た

看
板
は
町
内
各
地
に
設
置
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
す
。

【
入
選
者
】　　

  （
敬
称
略
）

◆
交
通
対
策
協
議
会
長
賞

　

菊
地　

雛
乃
（
一
年
）

　

後
藤　

寛
也
（
二
年
）

　

和
田　

瑞
生
（
三
年
）

　

朽
木　

紗
雪
（
四
年
）

　

八
巻　

木
春
（
五
年
）

　

吉
田　

真
彩
（
六
年
）

◆
教
育
長
賞

　

片
平　

采
（
一
年
）

　

髙
橋　

心
桜
（
二
年
）

　

八
巻　

蓮
（
三
年
）

　

オ
ス
タ
フ
ィ
エ
ブ
甲
斐（
四
年
）

　

宍
戸　

結
（
五
年
）

　

菊
地　

翔
琉
（
六
年
）

◆
優
秀
賞

　

齋
藤　

隼
実
（
一
年
）

　

井
砂　

璃
音
（
二
年
）

　

仲
野　

敦
（
三
年
）

　

菅
野
ひ
よ
り
（
四
年
）

　

後
藤　

雄
真
（
五
年
）

　

渡
辺　

乙
葉
（
六
年
）

◆
交
通
安
全
協
会
部
会
長
賞

　

藤
田
：
鈴
木　

柚
那
（
六
年
）

　

小
坂
：
遠
藤　

聡
（
六
年
）

　
森
江
野
：
佐
藤
由
紀
乃
（
二
年
）

　
大
木
戸
：
大
沼　

泰
雅
（
一
年
）

◆
交
通
安
全
母
の
会
長
賞

　

藤
田
：
瀬
野　

光
梨
（
六
年
）

　

小
坂
：
津
田　

義
仁
（
一
年
）

　
森
江
野
：
武
田　

莉
紗
（
五
年
）

　
大
木
戸
：
鈴
木　

陸
斗
（
一
年
）

国見町交通対策協議会長賞（最優秀賞）を受賞したみなさん

　

新
し
い
英
語
指
導
助
手
が
着

任
し
7
月
28
日
、
太
田
久
雄
町

長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
し
い
先
生
は
モ
リ
ー
・
キ

ズ
ナ
ー
先
生
、
ア
メ
リ
カ
テ
キ

サ
ス
州
か
ら
来
ま
し
た
。

「
は
じ
め
ま
し
て
、
料
理
や
友

達
を
作
る
こ
と
が
好
き
な
モ

リ
ー
・
キ
ズ
ナ
ー
で
す
。
新
し

い
英
語
指
導
助
手
で
す
。
日
本

モ
リ
ー
先
生
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
新
英
語
指
導
助
手
が
着
任
　

M
モ リ ー

olly K
キ ズ ナ ー

isner
●プロフィール

　アメリカワシントン州出身の 23 歳。

　趣味は料理など、特技はフランス語。

　ワシントン大学でフランス語や日本

　語を学びました。日本にも 5 カ月間

　留学していました。

に
来
る
の
は
3
回
目
で
す
が
、

東
北
に
来
る
の
は
初
め
て
で

す
。
み
な
さ
ん
に
会
っ
て
、
一

緒
に
英
語
を
勉
強
し
た
り
、
ア

メ
リ
カ
の
文
化
を
紹
介
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
勉
強
も
一
所
懸
命
頑

張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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「水道施設」の
　除染を実施します！

　町では、本年度計画している「水道施設」の
除染を、町内業者 16 社で組織する「国見町復
興有限責任事業組合」に委託して実施いたしま
す。
　除染の対象となる施設は、町内の水源地や配
水池、ポンプ場など 25 カ所です。

除染で発生した除去土壌等の保管状況について

　町内の仮置場については、現在 11
カ所で総面積約 10ha を確保すること
ができました。
　除去土壌等の仮置場での保管状況
は、7 月 22 日現在、48,996 袋となっ
ています。道路除染が未実施のところ
があり、今後保管数量は増加すること
になります。
　仮置場の空間線量率については、定
期的に測定するとともに地下水や浸出
水の監視も行っています。
　今後も町が責任をもって、仮置場の
安全管理に努めていきます。

除染の進捗状況
道路除染の実施状況についてお知らせします。（7 月 27 日現在）
１　道路除染
　　平成 28 年度は、藤田・石母田・森江野地区の 38.3km を発注しており、作業完了は 11.7km（進捗
　率 29.6％）です。

仮置場及び除去土壌等の保管状況　　　　　　　　　（7 月 22 日現在）

名　称 場　　所 敷地
面積 状　況 保管可能

数　　量 保管数量

藤田方部
１号仮置場 山崎字前柳地内 1.01ha 搬入終了 6,982 袋 6,982 袋

藤田方部
２号仮置場 石母田字日矢来地内 0.76ha 搬入中 3,404 袋 3,582 袋

藤田方部
３号仮置場 藤田字滑沢三地内 1.12ha 搬入中 5,714 袋 3,083 袋

藤田方部
４号仮置場

藤田字鶉町六、
北沖地内 0.99ha 搬入中 5,712 袋 3,508 袋

小坂方部
１号仮置場 泉田字大松山地内 1.08ha 搬入終了 6,680 袋 6,680 袋

小坂方部
２号仮置場 新内谷地内 0.85ha 搬入中 4,380 袋 4,519 袋

森江野方部
１号仮置場

徳江字反畑、
塚野目字福田前地内 0.53ha 搬入終了 4,422 袋 4,422 袋

森江野方部
２号仮置場 徳江字江添地内 1.07ha 搬入中 8,068 袋 6,177 袋

大木戸方部
２号仮置場 高城字西地内 0.74ha 搬入中 6,298 袋 5,026 袋

大木戸方部
３号仮置場 大木戸字大久保地内 1.46ha 搬入中 10,541 袋 2,399 袋

大枝方部
１号仮置場 西大枝字元寺地内 0.39ha 搬入中 3,889 袋 2,618 袋

合計 10.00ha 66,260 袋 48,996 袋

国見受水池

※保管可能数量を超えている仮置場については、可燃物を一時的に保管して
　いるものであり、今後伊達地方衛生処理組合仮設焼却施設へ搬出します。

・代表者　安藤　裕美
・活動日　毎月第 2 月曜日
・主な活動場所　観月台文化センター他
・会員数　 10 人
・会　費　 なし 
・連絡先　☎ 585-4382

−プロフィール−

VOL.59

よみきかせみみずく

本
の
よ
み
き
か
せ
の
コ
ツ
、
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
、
国
見
小
学
校
や
国
見
子

ど
も
ク
ラ
ブ
で
1
年
生
か
ら
6

年
生
を
対
象
に
、
各
学
年
に
合

わ
せ
た
本
を
選
び
、
よ
み
き
か

せ
を
し
て
い
ま
す
。
児
童
た
ち

は
、
よ
み
き
か
せ
が
は
じ
ま
る

と
目
を
輝
か
せ
、
集
中
し
て
耳

を
傾
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
読

み
手
側
と
し
て
も
や
り
が
い
が

あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で

す
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て

毎
月
の
「
お
は
な
し
会
」
を
開

い
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は

く
に
み
も
も
た
ん
広
場
で
行

い
、
絵
本
の
楽
し
さ
が
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

メ
ン
バ
ー
全
員
、
絵
本
が
大

好
き
！
活
動
し
て
い
る
自
分
た

ち
が
い
ち
ば
ん
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

の
「
耳
を
育
て
る
」
お
手
伝
い

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
が
好
き
な
人
、
子
ど
も

が
好
き
な
人
、
読
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
、
ぜ

ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
「
よ
み
き
か
せ
み
み
ず
く
」

は
、
町
民
講
座
「
絵
本
よ
み
き

か
せ
」
を
受
講
し
て
い
た
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
、
平
成
21
年
度

に
サ
ー
ク
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
名
は
知

恵
の
象
徴
と
い
わ
れ
て
い
る

「
み
み
ず
く
」
に
由
来
し
て
い

ま
す
。

　

主
な
活
動
は
毎
月
1
回
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
定
例
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
定
例
会
で

は
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
お
す
す
め
す
る
本
を
紹

介
し
あ
っ
た
り
、
よ
み
く
ら
べ

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
池

和
子
さ
ん
を
顧
問
に
迎
え
、
絵

国見小学校（2 年生）

みなかわ　ゆな ながい　りんなふかがわ　はる
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上手にまわせるかな？

真剣にささ巻き作りに取り組む 4 年生

おばあちゃんの作った折り紙かわいい！

みんなで楽しく踊った盆踊り

楽しいひととき
　保育所とデイサービスセンターが交流

松浦会長から卵を受け取る武田保健福祉課長

献血協力者へ卵を贈呈
　国見ライオンズクラブ
　国見ライオンズクラブ（松浦知弘会長）は 6 月 13 日、国見
町役場で町に対して卵を贈呈しました。
　贈呈式は国見町の献血の日に合わせて行われました。ライ
オンズクラブからは毎年卵の贈呈を受けていて、卵は献血に
協力していただいたみなさんに渡しました。ありがとうござ
いました。

木の優しさを感じる
　森のおもちゃフェスティバル

自分で作った
　ささ巻きの味は格別！
　国見小学校は 7 月 14 日、総合学習の一環で「ささ巻き作り
体験教室」を開きました。
　体験教室には 4 年生が参加し、町婦人会や赤十字奉仕団な
どのメンバーが講師を務めました。児童のみなさんは、初め
てのささ巻き作りに苦戦しながらも、講師の指導を受けなが
ら、丁寧にもち米をささの葉で包みました。

　森のおもちゃフェスティバル～木育キャラバン in 国見～が
7 月 16 日と 17 日、観月台文化センターで開催されました。
　会場内は積木やボールプールなど木のおもちゃがあふれ、
来場者は木のぬくもりや癒しを感じ楽しみました。また、桜
の聖母短大や県北森林組合、伊達デザインクラフトセンター、
FRIDAYSCREEN のコーナーもあり、人気を集めました。

　藤田保育所と町デイサービスセンターは 6 月 29 日、藤田保
育所で交流会を開きました。
　藤田保育所の子どもたちが歌を披露し、おじいちゃんやお
ばあちゃんたちからお礼に、折り紙で作ったキャラクターが
プレゼントされました。子どもたちのかわいい歌にデイサー
ビスセンターのみなさんからは終始笑顔があふれていました。

夏を満喫
　国見の里で夏祭り
　特別養護老人ホーム国見の里は 7 月 9 日、施設内の交流ス
ペースで夏祭りを開催しました。
　夏祭りには入所者や家族などが参加し、ステージでは職員
によるよさこいなどが披露され、会場を盛り上げました。また、
小坂スポーツ振興会による盆踊りも行われ、太鼓や笛に合わ
せて参加者は踊りを楽しみ、夏の訪れを喜びました。

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）は 6 月 22 日、
6 月 30 日、7 月 14 日に県大会に出場する児童・生徒のみなさ
んに奨励金を交付しました。
　交付式では、岡崎忠昭教育長から一人一人に奨励金が手渡
され「県大会への出場おめでとうございます。県大会でも練
習の成果を発揮し、頑張ってください」と激励の言葉を述べ
ました。
▶ 6 月 22 日【第 62 回福島県高等学校体育大会ソフトボール
競技出場】菅野友乃（高 3）、後藤真誓（高 2）、武澤優磨（高 2）
▶ 6 月 30 日【第 59 回福島県中学校体育大会陸上競技出場】
阿部雪那（中 3）・共通女子砲丸投げ、佐藤悠貴也（中 3）・2、
3 年男子 1500m、髙橋敦也（中 1）・1 年男子 1500m
▶ 7 月 14 日【第 69 回福島県総合体育大会スポーツ少年団の
部ソフトテニス競技出場】岩城龍音（小 4）、齋藤蓮斗（小 4）、
栗原成希（小 5）、宍戸結（小 5）、松浦希望（小 5）

国見町青少年育成町民会議
　奨励金交付

　平成 28 年度介護予防フェスタ「くにみ元気まつり」が 7 月
23 日、観月台文化センターで開催されました。
　健康講演会では、歌手の紅晴美さんが「歌と笑顔と健康と」
をテーマに講演し、ユーモアあふれるトークで会場を盛り上
げました。また、健康測定や医療相談コーナーも設けられ、
来場者は健康や介護予防について理解を深めました。

楽しく健康を考える
　くにみ元気まつり

阿部振興局長から感謝状を受ける太田町長

大勢の人が集まった紅晴美さんの講演会

家族でボディージュエリーを体験

ママの笑顔であふれた
　国見＆ M

マ ム

am F
フ ェ ス タ

esta
　国見＆ MamFesta が 7 月 17 日、観月台文化センターで開催
され、ママ、パパ、子どもたちの笑顔であふれました。　
　 昨 年 ま で の マ マ ま つ り が 今 年 は MamFesta と し て バ ー
ジョーンアップして開催され、会場内には約 30 カ所のブース
が設けられました。ブースではママの趣味や特技を活かした
手作り雑貨の販売などが行われ、来場者と交流を深めました。

個人県民税収納が優良として
　町へ県知事感謝状　
　平成 28 年度（平成 27 年実績分）個人県民税収納率優良市
町村県知事感謝状の贈呈式が 7 月 20 日、国見町役場で行われ
ました。
　贈呈式では、阿部敏明県北地方振興局長から太田久雄町長
へ感謝状が手渡されました。10 年連続の贈呈となり、昨年度
の収納率は 98.46％（内 27 年度課税分 99.41%）でした。
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 28 年 6 月生まれ）
・9 か月児（平成 27 年 12 月生まれ）

10 月 27 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

10 月 19 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。

食育シリーズ

　町では食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育
教室を開催しています。7 月は 2 回実施しました。

9 月 22 日木は国見町の献血の日です
◆場所　観月台文化センター駐車場
　　　　（義経まつりのイベント広場内で実施します）
◆受付時間　午前 10 時 30 分から午後 4 時
　　　　　　（午後 1 時から午後 2 時は休憩時間）

　　　ご協力をお願いします。

くにみ幼稚園
年長組

『おやつについて
考えよう』

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

　平成 28 年度の子宮頸がん・乳がん検診は 7 月から実施しています。先に実施した「健康管理世帯
調査台帳」で、町の検診を希望した人には受診録等を配布しましたので、案内をよく読み受診してく
ださい。
　また、本年度より乳がん検診の 60 歳以上の人はマンモグラフィ撮影（1 方向）のみの実施となり
ます。視触診は行いません。国の指針の変更に伴うものですので、ご理解くださるようお願いします。
　なお、次に当てはまる人は保健福祉課保健係まで連絡ください。

・春の健康管理世帯調査（検診対象者アンケート）で町の検診を希望しなかった人で、新たに検診を
   希望する人

・昨年検診を受けていない奇数年齢の人で今回検診を希望する人（子宮頸がん検診・乳がん検診は、
  どちらも国の指針で 2 年に 1 回の受診となります）

※今年度対象となる人（年齢起算日　平成 29 年 3 月 31 日）
　●子宮頸がん検診：20 歳以上の偶数年齢
　●乳がん検診：40 歳以上の偶数年齢

子宮頸がん・乳がん検診を受けましょう !!

高齢者の肺炎球菌ワクチン定期予防接種
　平成 26 年 10 月から高齢者の肺炎球菌ワクチンが定期の予防接種になりました。今年度対象とな
る人には 4 月に個別通知をしています。接種を希望される人は平成 29 年 3 月 31 日までが接種期間
となりますので早めに受けるようにしましょう。

●平成 28 年度対象者（定期予防接種を受ける機会は今年度のみです）
65 歳 昭和 26 年 4 月 2 日から昭和 27 年 4 月 1 日生まれ
70 歳 昭和 21 年 4 月 2 日から昭和 22 年 4 月 1 日生まれ
75 歳 昭和 16 年 4 月 2 日から昭和 17 年 4 月 1 日生まれ
80 歳 昭和 11 年 4 月 2 日から昭和 12 年 4 月 1 日生まれ
85 歳 昭和   6 年 4 月 2 日から昭和    7 年 4 月 1 日生まれ
90 歳 大正 15 年 4 月 2 日から昭和    2 年 4 月 1 日生まれ
95 歳 大正 10 年 4 月 2 日から大正 11 年 4 月 1 日生まれ

100 歳 大正    5 年 4 月 2 日から大正   6 年 4 月 1 日生まれ
接種時点において 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓・腎臓・呼吸等に慢性で
重い障害があり、身体障害者手帳 1 級に相当する人

※過去に肺炎球菌ワクチンを接種した人は対象になりません。対象者でも町データで接種歴があ
　る人にはお知らせしていません。
※平成 27 年度から平成 30 年度は各年度に 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・
　100 歳になる人が対象になります。
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水
道
管
の
水
漏
れ
発
見

の
お
願
い

　

町
で
は
、
毎
年
専
門
業
者
に

委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実
施

し
、
漏
水
の
発
見
・
調
査
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
貴
重
な
水
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
は
、
町
民
の

み
な
さ
ま
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。

　

も
し
、
道
路
上
な
ど
で
原
因

不
明
の
水
が
流
れ
て
い
る
な
ど

漏
水
の
疑
い
の
あ
る
場
所
を
発

見
し
た
ら
、
上
下
水
道
課
へ
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
地
内
漏
水
に
よ
る
水

道
使
用
料
金
の
軽
減

　

道
路
下
の
配
水
管
か
ら
各
家

庭
に
つ
な
が
っ
て
い
る
宅
地
内

の
給
水
装
置
（
給
水
管
、
止
水

栓
、
蛇
口
な
ど
）
は
個
人
財
産

で
す
の
で
、
使
用
者
ま
た
は
所

有
者
が
維
持
管
理
を
行
う
こ
と

が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
内
で
漏
水
の
疑
い
が
あ

る
場
合
、
ま
た
水
道
使
用
量
が

前
回
と
比
較
し
て
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
の
確

認
お
よ
び
修
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
確
認
及
び
修
理
の
方
法　

①
水
道
を
使
用
し
な
い
状
態

で
、
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
下
さ

い
。
水
道
メ
ー
タ
ー
の
指
針
の

下
に
、パ
イ
ロ
ッ
ト（
シ
ル
バ
ー

色
の
丸
い
も
の
）
が
あ
り
ま
す

が
、
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め
た

状
態
で
そ
れ
が
動
い
て
い
れ
ば

漏
水
と
思
わ
れ
ま
す
。
②
漏
水

の
場
合
は
、
至
急
町
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

日時 テーマ 講師 場所

第 1 回
9 月 29 日木

午前 10 時から
午前 11 時 30 分

認知症と介護について
～認知症の方が穏やかに過ごせる

　　　　　　　　　　　介護とは～

公立藤田総合病院
認知症看護認定看護師　

髙橋廣美さん

観月台文化
センター

（定員 30 人）

第 2 回
10 月 24 日月
午後 2 時から

午後 3 時 30 分

体にやさしい介護のコツ
～負担の少ない介護技術を学ぼう～

特別養護老人ホーム国見の里　
介護福祉士　林　勝博さん

特別養護老人
ホーム国見の里
（定員 15 人）

第 3 回
11 月 24 日木

午前 10 時から
午前 11 時 30 分

脳卒中と介護
～介護のポイントと再発防止

　　　　　　　　　　について～

あづま脳神経外科病院
脳卒中リハビリテーション

看護認定看護師　吾妻由里子さん

観月台文化
センター

（定員 30 人 )

第 4 回
12 月 15 日木

午前 10 時から
午前 11 時 30 分

口腔ケアと誤
ご え ん

嚥性肺炎予防
～正しい口腔ケアを学ぼう～

福島県歯科衛生士会　
歯科衛生士　江川敏子さん

観月台文化
センター

（定員 30 名）

＊第 2 回は上履きを持参してください。また、他の教室と曜日や時間、場所が異なりますのでご注意くだ
　さい。
＊第 4 回の口腔ケアの教室では実技を行いますので歯ブラシを持参して下さい。
＊ 1 回限りの申込みも可能です。各回とも定員になり次第、受付終了となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問保健福祉課長寿介護係　☎ 585-2125

▼
水
道
使
用
料
の
軽
減　

漏
水

の
状
況
に
よ
り
、修
繕
完
了
後
、

水
道
使
用
料
が
軽
減
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
つ
い

て
は
、
お
早
め
に
上
下
水
道
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課
水
道
係

☎
５
８
５
‐
２
９
９
７

☎
０
９
０
‐
２
７
９
６
‐

５
３
０
０
（
夜
間
休
日
）

家
族
介
護
教
室
を
開
催

　

介
護
や
高
齢
者
に
対
す
る
理

解
や
知
識
を
深
め
、
心
と
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
家
族
介
護
教
室
を
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

町
内
在
住
で
介
護
に

興
味
の
あ
る
人
、
実
際
に
介
護

さ
れ
て
い
る
人

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
み　

8
月
8
日
月
か
ら

各
教
室
1
週
間
前
ま
で
に
保
健

福
祉
課
長
寿
介
護
係
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 ←

パイロット

【家族介護教室】

「
町
長
と
対
話
の
日
」

を
開
催

　

太
田
久
雄
町
長
が
政
策
や
町

政
運
営
に
つ
い
て
広
く
町
民
の

み
な
さ
ん
に
説
明
し
、
関
係
団

体
役
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
に

対
す
る
意
見
・
要
望
・
提
言
な

ど
を
直
接
お
聞
き
す
る
「
町
長

と
対
話
の
日
」
事
業
を
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
は
、
国
見
ル
ネ
サ
ン
ス

２
０
１
６
ふ
る
さ
と
祭
で
上
映

し
た
「
ず
っ
と
好
き
で
す
、
国

見
町
。」
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し

た
後
、
太
田
町
長
が
政
策
や
町

政
運
営
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

▼
日
時　

8
月
20
日
土
午
後
1

時
30
分
（
1
時
間
程
度
）

▼
会
場　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

問
町
民
相
談
室

☎
５
８
５
‐
２
１
６
０

全
国
戦
没
者
追
悼
式
開

催
に
か
か
る
黙も

く
と
う祷

お
よ

び
半
旗
の
掲
揚

　

8
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
と

農業委員会からの
お知らせ

　8 月の農業委員会定例総会は次のと
おりです。傍聴においでください。

　◆日　時　8 月 23 日火　
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場　
　　　　　　2 階　大会議室

　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

し
て
、
日
本
武
道
館
で
政
府
主

催
の
も
と
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
見
町
に
お
い
て
も
、
先
の

大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
黙
祷
及
び
半

旗
の
掲
揚
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

・
式
典
当
日
（
8
月
15
日
）
の

正
午
、各
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、

１
分
間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
て
く

だ
さ
い
。

・
式
典
の
当
日
（
8
月
15
日
）、

各
職
場
な
ど
に
お
い
て
半
旗
を

掲
揚
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

現
況
届
提
出
時
期

　

8
月
は
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
の
提
出
時
期
で
す
。
ま

た
、
ひ
と
り
親
等
家
庭
医
療
費

受
給
者
証
更
新
の
時
期
で
す
。

　

受
給
者
（
対
象
者
）
の
人
に

は
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
等

に
よ
り
父
ま
た
は
母
親
が
い
な

い
児
童
（
18
歳
未
満
）
を
扶
養

し
て
い
る
母
ま
た
は
父
親
な
ど

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身

体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
を
持

つ
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
監
護

し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
等
家
庭
医
療
費

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
親
と

18
歳
未
満
の
児
童
が
対
象
）
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
詳
し
く

は
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

臨
時
福
祉
給
付
金
、
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金

　

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
所

得
の
少
な
い
人
な
ど
へ
の
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

▼
対
象　

平
成
28
年
度
分
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
。
た

だ
し
、
本
人
が
非
課
税
で
も
課

税
さ
れ
て
い
る
人
に
生
活
の

面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る

人
（
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
）
や

生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
は
除

く
。
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
支

給
対
象
者
も
受
給
可

▼
支
給
額　

1
人
に
つ
き
3
千

円【障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金
】

▼
対
象　

平
成
28
年
度
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
平
成
28
年
5
月
分
の
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
し
て
い
る
人
。
た
だ

し
、
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受

くらしの情報

給
し
た
人
は
除
く

▼
支
給
額　

1
人
に
つ
き
3
万

円【共
通
】

▼
受
付
期
間　

8
月
15
日
月
か

ら
平
成
29
年
1
月
13
日
金
ま
で

▼
申
請
先　

保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
平
成
28
年
1
月
1
日

時
点
で
国
見
町
に
住
民
票
が
あ

る
人
が
対
象
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐

１
９
２
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「心配ごと相談」
  　 開催日　  9 月 15 日木、29 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　9 月 20 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

9 月の
相談会

くらしの情報

　

阿
武
隈
川
上
流
全

域
で
甚
大
な
被
害
を

被
っ
た
「
昭
和
61
年

8
月
5
日
洪
水
」
か

ら
今
年
で
30
年
と
な

り
ま
す
。
過
去
の
洪

水
を
風
化
さ
せ
ず
、

後
世
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
地
域
住
民
の
防
災
意

識
の
向
上
が
必
要
で
す
。
水
害

の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
地
域
一

体
と
な
っ
て
考
え
る
き
っ
か
け

と
す
る
た
め
、
過
去
の
洪
水
被

害
の
状
況
や
最
近
の
行
政
の
取

り
組
み
を
巡
回
パ
ネ
ル
展
と
し

て
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時　

8
月
17
日
水
か
ら
8

月
29
日
月

▼
会
場　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

問
住
民
生
活
課
住
民
防
災
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
６

「
心
」
の
こ
と
少
し
だ
け

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

現
代
病
と
言
わ
れ
て
い
る

「
う
つ
病
」
み
な
さ
ん
は
ど
れ

だ
け
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
巡
回
パ
ネ
ル
展
」
開
催

病
気
の
こ
と
、
予
防
の
こ
と
、

支
え
て
く
れ
る
場
所
・
人
の
こ

と
…
そ
し
て
自
分
の
こ
と
。

　

忙
し
い
毎
日
に
追
わ
れ
て
い

る
学
生
の
み
な
さ
ん
、
遅
く
ま

で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
社
会
人

の
み
な
さ
ん
、
少
し
だ
け
立
ち

止
ま
っ
て
「
心
」
の
こ
と
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

9
月
10
日
土
午
後
2

時
30
分
か
ら
午
後
4
時
30
分

（
午
後
2
時
開
場
）

▼
場
所　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

▼
講
師　

内
海
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク　

内
海
晴
美
先
生

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

50
人

▼
申
込
方
法　

電
話
か
保
健
福

祉
課
窓
口
で
申
込
み
く
だ
さ

い
。
当
日
、
会
場
で
も
申
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事

務
所
・
事
業
所
を
設
け
、
物
品

販
売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な

ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

事
業
を
行
う
個
人
に
納
め
て
い

た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
人
に
は
、

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら

8
月
10
日
頃
に
納
税
通
知
書
を

送
り
、
納
期
限
は
第
1
期
分
が

8
月
31
日
ま
で
、
第
2
期
分
は

11
月
30
日
ま
で
2
回
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
納
期
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
税
額
が
1
万
円
以

下
の
場
合
は
、
8
月
31
日
ま
で

に
一
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
第
一
課

☎
５
２
１
‐
２
６
９
２

お
勧
め
し
ま
す
。
口
座

振
替
制
度

　　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
用
紙
は
、
納
税
通
知
書

に
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
窓
口

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県

税
部
納
税
課

☎
５
２
１
‐
２
６
８
４

相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
？

　

相
続
し
た
不
動
産
（
土
地
・

建
物
）
の
、
相
続
登
記
（
名
義

変
更
）
は
お
済
み
で
す
か
？
相

続
登
記
を
し
て
い
な
い
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
、
自

分
の
子
孫
な
ど
に
手
間
と
費
用

を
か
け
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

相
続
登
記
は
、
不
動
産
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
へ
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
島
地
方
法
務
局

☎
５
３
４
‐
２
０
４
５

平
成
29
年
度
公
益
財
団

法
人
福
島
県
文
化
振
興

財
団
職
員
募
集

　
公
益
財
団
法
人
福
島
県
文
化

振
興
財
団
は
、
埋
蔵
文
化
財
の

　　
　　人口　　  9,568 人　（+2）
　　  男　　    4,601 人　（△ 2）
     　 女　         4,967 人　（+4）　
　    世帯　  　3,423 世帯（+2）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 28 年 6 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 8 月 18 日、25 日
　　　　　　　　     9 月 1 日、  8 日、15 日、29 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
6 月 21 日～ 7 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

齋藤　トヨさん 82 （ 小 坂 ）

池田トミヨさん 91 （ 宮 町 北 ）

吉田　德治さん 68 （ 山 崎 舘 ）

本田　幸吉さん 87 （藤田宮前）

くらしの情報

●結 婚 お め で と う ●　

松田　弘樹さん
小川めぐみさん （ 大 木 戸 ）

発
掘
調
査
業
務
及
び
学
芸
業
務

を
行
う
正
規
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
受
験
資
格　

学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
大
学
院
を
含
む
）

で
考
古
学
、
日
本
史
ま
た
は
こ

れ
に
類
す
る
課
程
を
卒
業
（
修

了
）
し
た
人
ま
た
は
平
成
29
年

3
月
31
日
ま
で
に
大
学
を
卒
業

（
修
了
）
見
込
み
の
人

▼
採
用
予
定　

文
化
財
主
事
あ

る
い
は
学
芸
員
1
人

▼
一
次
試
験
日
時　

9
月
11
日

日
午
後
1
時
か
ら
受
付

▼
一
次
試
験
会
場　

福
島
県
文

化
セ
ン
タ
ー

▼
受
験
申
込
書
請
求　

公
益
財

団
法
人
福
島
県
文
化
振
興
財
団

事
務
局
総
務
課
で
配
布
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
。
郵
送
で
請
求
す
る
場

合
は
、
角
形
2
号
封
筒
に
返
信

先
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
明
記
し
て
１
２
０
円
切
手
を

貼
付
し
て
送
付

▼
申
込
方
法　

8
月
31
日
ま
で

に
受
験
申
込
書
（
所
定
様
式
）、

履
歴
書
を
総
務
課
ま
で
提
出

問
公
益
財
団
法
人
福
島
県
文
化

振
興
財
団
事
務
局
総
務
課

☎
５
３
４
‐
９
１
９
２

真
夏
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

　

小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会
が
主

催
す
る
「
真
夏
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
そ
ば
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

8
月
28
日
日（
そ
ば
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
12
時

30
分
（
朗
読
ほ
か
）
午
後
1
時

か
ら
午
後
2
時
30
分

▼
会
場　

こ
さ
か
ふ
る
さ
と
館

▼
入
場
料　

１
５
０
０
円
（
そ

ば
代
含
む
）

問
小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会
（
庶

務
）
橘

☎
５
８
５
‐
３
１
８
８

貝
田
宿
・
夏
祭
り

　

今
年
も
貝
田
宿
で
夏
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

8
月
13
日
土
午
後
6

時
（
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
）

▼
会
場　

大
沼
公
園

問
貝
田
宿
夏
祭
り
実
行
委
員
会

☎
５
８
５
‐
２
９
４
４

佐藤　大輔さん
吉田　奈央さん （ 第 ４ ）
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行事のお知らせ

これからの国見町について話をする太田町長

ハイキングに参加したみなさん

笑
顔
で
熱
弁
の
太
田
町
長

　

三
学
級
合
同
学
習
会

　

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
が
7
月
17

日
、
福
島
県
森
の
案
内
人
の
菅

野
一
さ
ん
、
小
関
均
さ
ん
を
講

師
に
、
北
塩
原
村
の
早
稲
沢
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
グ
ラ
ン
デ
コ
山
頂

か
ら
出
発
し
、
百
貫
清
水
や
布

滝
と
い
っ
た
名
所
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
講
師
か
ら
の
丁
寧
な

ガ
イ
ド
も
あ
り
、
早
稲
沢
の
良

さ
を
学
び
な
が
ら
、
豊
か
な
自

然
を
肌
で
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・

女
性
教
室
合
同
の
三
学
級
学
習

会
が
7
月
8
日
行
わ
れ
、
太
田

久
雄
町
長
が「
未
来
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
国
見
町
」
と
題
し

て
講
話
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
ず
っ
と
好
き
で

す
、
国
見
町
。」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。町
の
風
景
、

産
業
、
文
化
な
ど
の
紹
介
が
あ

り
、
新
た
な
目
で
国
見
に
つ
い

て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
予
算
は
『
復
興
・

絆
』『
元
気
・
活
力
』『
し
ん
か

（
進
化
・
深
化
）』
で
あ
る
こ
と

の
説
明
や
現
在
建
設
を
す
す
め

て
い
る
「
道
の
駅
国
見
」
に
つ

い
て
、
広
場
や
カ
フ
ェ
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
、
交

流
エ
リ
ア
な
ど
の
施
設
が
で
き

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
は
『
交
流
・
連
携
』

を
強
調
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
計
画

を
進
め
て
い
く
上
で
「
結
い
の

気
持
ち
」
で
、
み
ん
な
が
協
力

を
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

熱
く
語
り
ま
し
た
。

早
稲
沢
の
魅
力
を
堪
能

　

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催

8 月 5 日 金 成人学級
8 日 月 短期スイミングスクール

（11 日まで）
9 日 火 子ども司書講座

19 日 金 子ども司書講座
22 日 月 少年仲間づくり教室
24 日 水 くにみ女性教室
25 日 木 ブックスタート
26 日 金 成人学級
27 日 土 文学講座「源氏物語」②

9 月 5 日 月 休館日
7 日 水 女性教室

10 日 土 少年仲間づくり教室
みみずく　おはなし会

南米の歌姫が観月台に上陸！

　　東日本大震災復興支援公演

グラシェラ・スサーナ
～ Amor…あの瞬間～

◆日時　9 月 18 日日午後 2 時
◆会場　観月台文化センターホール
◆入場料　前売り 3,500 円　当日 4,000 円
◆問い合わせ・チケット取扱い
　観月台文化センター　☎ 585-2676

　

震
災
復
興
と
町
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
小
中
学
生
10
人
か
ら
な
る

「
国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
」
を

結
成
。
7
月
4
日
、
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

6
月
か
ら
3
回
に
わ
た
り
、

Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
の
学
習
を
行

い
、
町
の
紹
介
、
歴
史
、
産
品

の
自
慢
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。
7
月
16
日
と
17
日
に
は
初

め
て
の
体
験
活
動
と
し
て
、
岩

手
県
平
泉
町
を
訪
問
し
、
町
の

紹
介
、
桃
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
平
泉

町
児
童
と
の
交
流
、
地
元
祭
礼

「
水
か
け
神
輿
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
雨
の
中
の
「
水
か
け
神

輿
」
は
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
も

約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
歩
。

桃
も
１
０
０
箱
を
完
売
し
、
今

回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
す
べ
て
完

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
町
と
の
連
携
交
流
を

進
め
て
い
る
北
海
道
ニ
セ
コ

　

第
69
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
県
北
地

域
大
会
に
出
場
す
る
町
代
表

チ
ー
ム
に
7
月
8
日
、
太
田
久

雄
町
長
、
佐
藤
辰
雄
体
育
協
会

会
長
か
ら
激
励
金
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
7
月
10
日
、
二
本
松
市
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
代
表
チ
ー

ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
：
オ
ー
ル

雨にも負けず…水かけ神輿

チーム代表の松浦さん（左から 2 番
目）と高橋さん（左から 3 番目）

国
見
の
ス
ポ
ー
ツ
力
を
発
揮

　

激
闘
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

国
見
（
準
優
勝
）　

ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
：
国
見
Ｓ
Ｔ
（
第
3
位
）

松
浦
和
子
さ
ん

　

伊
達
地
方
体
育
協
会
か
ら
表
彰

　

平
成
28
年
度
伊
達
地
方
体
育

協
会
総
会
が
6
月
28
日
、
伊
達

市
保
原
中
央
交
流
会
館
で
行
わ

れ
、
松
浦
和
子
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

松
浦
さ
ん
は
9
年
に
わ
た
り

国
見
町
体
育
協
会
会
長
を
務
め

ら
れ
、
そ
の
間
、
伊
達
地
方
体

育
協
会
の
運
営
や
事
業
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
戸

田
会
長
か
ら
松
浦
さ
ん
へ
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

戸田会長から表彰状を受ける松浦さん

宝くじ文化公演

デビュー 50 周年記念

森山良子
コンサートツアー 2016-2017

～ Touch me…～
アコースティックバージョン

◆日時　11 月 30 日水午後 6 時 30 分開演
　　　　　　　　　　午後 6 時開場
◆会場　観月台文化センターホール
◆入場料　前売り 2,500 円　当日 3,000 円
　　　　　（全席指定・税込）
※入場料金は、宝くじの助成により特別料
　金になっております。
◆チケット　10 月 1 日土午前 9 時から観
　　　　　　月台文化センターで販売開始
◆問い合わせ
　観月台文化センター　
　☎ 585-2676

町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！

　

国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
結
成

町
、
岐
阜
県
池
田
町
を
訪
問

し
、
国
見
町
の
元
気
を
発
信
し

ま
す
。

27 26



〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

8/12 「夏の楽しみ♪」

放送日 放　送　内　容

8/19 「新しい学びの場」

8/26 「知る人ぞ知る○○」

9/2 「一足先に…」

今月号は伊達市、桑折町、川俣
町と合同で特集を作りました。合
同での広報は平成23年8月号ぶ
り。各市町の広報担当のみなさ
んと打ち合わせしたり、取材に
行ったりたくさん勉強させてもら
い、楽しく紙面を作ることができ
ました。ありがとうございました。
 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ8月

日 月 火 水 木 金 土
5 6

・広報くにみ
8月号発行日

・成人学級
・いきいきサロン

第8・第9
（午後1時半～）

・国見まるごと
再発見！（夏祭り）

7 8 9 10 11 12 13
・キッズフェスティ

バル
・短期スイミング

スクール
（8月11日まで）

・いきいきサロン
山崎（午後1時半～）

・国見町子ども 
司書講座

山の日 ・くにみ花市
・心配ごと相談

・くにみ花市

14 15 16 17 18 19 20
・臨時福祉給付金、

障害・遺族年金
受給者向け給付
金申請受付

（平成29年1月13日
まで）

・障がい者相談 ・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
第2（午後1時半～）

・国見町子ども 
司書講座

・町長と対話の日

21 22 23 24 25 26 27
・少年仲間づくり

教室
・いきいきサロン

板橋（午前10時～）
泉田下（午後1時半～）

・いきいきサロン
徳北・第7

（午前10時～）
石母田（午後1時半～）

・ニコニコ相談会
・くにみ女性教室

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・くにみ幼稚園・国見小学

校・県北中学校始業式
・乳幼児健診3・9 か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・成人学級
・いきいきサロン

源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

28 29 30 31 9/1 9/2 9/3
・個人番号カード

交付臨時窓口
（午前8時半～午後4時半）

・小型家電リサイ
クル特別回収日

（午前8時半～午後5時）

・いきいきサロン
高城（午後1時半～）

・乳幼児健診
3歳6か月

・税金等納期限
町県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・乳幼児健診
1歳6か月

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

9/4 9/5 9/6 9/7 9/8 9/9 9/10
・ももたん広場オープン

3周年記念セレモニー
・観月台文化センター

休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・くにみ女性教室
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・広報くにみ
9月号発行日

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）

・心の健康セミナー
・少年仲間づくり

教室


